
異性体の分類 

立体異性体 

不斉中心がある異性体 

幾何異性体 

構造異性体 

異性体 

構造異性体 

異性体 



構造異性体の例 



異性体の分類 

立体異性体 

不斉中心がある異性体 

幾何異性体 

構造異性体 

異性体 



幾何異性体の例 

C5H10 



ペンテン
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

ペンテン（英: Pentene）は、化学式C5H10で表されるアルケンの一種。鎖式有機化合物で、二重結合を一つ持つ。二重結合の位置により1-ペンテンと
2-ペンテンの異性体があり、2-ペンテンには、さらにシス型とトランス型の幾何異性体がある。

直鎖異性体
1-ペンテンはα-オレフィンの一つである。1-ペンテンは石油の流動接触分解 (Fluid catalytic cracking) や熱分解、あるいは炭化水素フラクションの熱分解
によるエチレンおよびプロピレン生産の際の副生成物として主に製造される。化合物として分離・単離されるのは稀である。その代わりに、ガソリンに
ブレンドされたり、あるいはその他の炭化水素との混合物としてイソブタンでアルキル化されガソリンを作るために使用される。1-ペンテンは、フィッ
シャー・トロプシュ法によって合成される原料から分離され、Sasol社によって販売されている。

2-ペンテンには2つの幾何異性体、cis-2-ペンテンとtrans-2-ペンテンがある。cis-2-ペンテンはオレフィンメタセシスに用いられる。

1-ペンテンの別称は、アミレン、n-アミレン、n-ペンテンである。2-ペンテンの別称は、β-n-アミレンおよびsym-メチルエチルエチレンである。

性質
1-ペンテン

(ペント-1-エン)[表注 1]
シス-2-ペンテン

(Z-ペント-2-エン) [表注 2]
トランス-2-ペンテン

(E-ペント-2-エン)[表注 3]

構造

CAS登録番号 109-67-1 627-20-3 646-04-8
分子式 C5H10

分子量 70.13
沸点 30.1℃ 37℃ 35.85℃
融点 -165℃ -178～-180℃ -135～-136℃
外観 引火性のある、無色の液体

^ 1-ペンテン (http://kjd.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/edb2/chem/body.asp?ID=17) （神奈川県立総合教育センター）1.
^ シス-2-ペンテン (http://kjd.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/edb2/chem/body.asp?ID=65) （神奈川県立総合教育センター）2.
^ トランス-2-ペンテン (http://kjd.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/edb2/chem/body.asp?ID=18) （神奈川県立総合教育センター）3.

分岐鎖異性体
ペンテンの分岐異性体は、2-メチル1-ブテン、3-メチル-1-ブテン（イソペンテン）、2-メチル-2-ブテン（イソアミレン）である。

イソアミレンは、流体接触分解 (FCC) と非常に似た比較的新しい概念である深度接触分解 (DCC) の3つの主な副生成物の一つである。DCCはプロピ
レン、イソブチレン、イソアミレンを生成する原料として真空軽油 (VGO) を用いる。イソブチレンおよびイソアミレンは、ガソリンにブレンドする代
替成分として議論されているメチルtert-ブチルエーテル (MTBE) およびtert-アミルメチルエーテル (TAME) の生産に必要な原料である。

この「ペンテン」は、化学に関連した書きかけ項目です。この記事を加筆・訂正 (//ja.wikipedia.org
/w/index.php?title=%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3&action=edit) などしてくださる協
力者を求めています（プロジェクト:化学／Portal:化学）。

「http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=ペンテン&oldid=45464308」から取得
カテゴリ: アルケン

案内メニュー

最終更新 2012年12月21日 (金) 09:00 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。
テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される場合があります。詳細は利用
規約を参照してください。

ペンテン - Wikipedia http://ja.wikipedia.org/wiki/ペンテン
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光学異性体、不斉分子、キラリティ	


重ね合わせができない 
鏡像イメージ	




キラルな関係にある鏡像イメージ	


キラルな関係にない鏡像イメージ	




いろんな呼び方がある炭素原子・・・ 
　　　　　　　不斉中心、不斉炭素、キラル炭素 
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対掌体、エナンチオマー 

一つのキラル炭素を有する化合物について	




キラルな分子	
 アキラルな分子	


キラルとアキラルの関係	


エナンチオマー	
 同一の分子	




 生体分子はエナンチオマーを識別できる 





1957年にグリュネンタール社（西ドイツ）が開発・発売した催眠鎮静薬 
	

光学異性体と薬理作用の関係	

　当時のサリドマイドは、等量のR体とS体が混ざったラセミ体として販売。
当時の技術ではRS混合物の分離が難しく、ラセミ体のまま発売された。後に
R体は無害であるが、S体は非常に高い催奇性をもっており、高い頻度で
胎児に異常をひき起こす。	




副作用による被害　	

	

西ドイツ - 被害者3,049人	

日本 - 被害者309人	

アメリカ - 安全性に疑問視、治験段階で数名の被害のみ	

イギリス - 被害者456人	

カナダ - 被害者115人	

スウェーデン - 被害 
全世界での被害者は約5,800人	




再評価	

	

! 催眠鎮静薬や胃腸薬などの用途での使用禁止 
! らい性結節性紅斑（ENL）治療薬として認可 
! がん患者の体力消耗や食欲不振の原因である腫瘍壊死因子
α（TNF-α）の阻害作用 

! ハンセン病特有の皮膚症状の改善	

! エイズウイルスの増殖抑制	

! 糖尿病性網膜症と黄斑変性症の予防	

! 各種のがんに対する抗がん作用	




キラル中心がない分子 

プロキラル？　ラセミ体？ 

X- 

キラル中心がある分子 

エナンチオマーの混合物 
（ラセミ体） 

H+ 



エナンチオマーの書き方、表し方	




反時計回り、左巻き	

 = S 配置	


時計回り、右巻き	

 = R 配置	


置換基の優先順位を決める	


眺める方向 

エナンチオマーのＲＳ表示による命名法	




Fisher投影式とキラリティとの関係	


 1. 分子模型を注目している不斉炭素の4つ	

　　の置換基への結合が前後左右に向くよう	

　　に置く。	

	

 2. この時、左右方向へ出ている結合は手前　
　向きに、前後方向へ出ている結合は奥に　
　向くようににする。	

	

 3. この形で下に向かって投影した分子の形	

　　がフィッシャー投影式となる。	


前 

奥 

前 

奥 

前 前 

奥 

奥 

前 前 

奥 
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優先順位の付け方・・・E,Z表記に準ずる	


左巻き、S 配置	
 右巻き、R 配置	


原子番号が大きい 
ほど、優先順が高い 

最初の原子の原子番号が等しいときは 
二番目の原子を優先 

３番目の原子番号	


二重結合（２倍）	




ＲＳ表示による命名法	


反時計回り、左巻き	

 = Ｓ 配置	


時計回り、右巻き	

 = Ｒ 配置	




アミノ酸のキラリティについて	




水素（最低順位）の部位を奥に配置する	


S 配置	


アミノ酸のＲＳ表記ついて	




アミノ酸のＤＬ表記ついて	


" アミノ酸のＤＬ異性体の表記法は、”ＣＯＲＮ” ルールに基く。 
" これは、キラル中心である炭素の周りに 

 COOH, R, NH2 および Hが 
 どのように配置しているかで判断する方法である。 

" 水素原子を奥側に置いて見たとき、 
 COOH, R, NH2が炭素の周囲に、 
 時計回りに配置しているものが D体、反時計回りがＬ体となる。 

D体 


